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ここに『愛知大学史研究』第 3 号をお届けする。同じ東亜同文書院大学記念センターでひと足先に刊
行された『オープン・リサーチ・センタ一年報』の第 3 号に比べ、ページ数では及ばないものとなった
が、東亜同文書院に関する論稿・報告を幅広く収録した同号に対し、本号は「小岩井博特集号J として、
藤城和美氏の重厚な小岩井論を中核に据えた構成を取ることで 差異化とともに特長を打ち出せたかと
考えている。本号にある大島氏の講演については、その『……年報』第 3 号にも同一タイトルの論説が
収録されているので、併せてご参照いただければ幸いである。
また、小岩井津とともに愛知大学創設期に重責を果たした本間喜一について、本号での「活動報告」
の末尾に記したように、このほど記念センターの越知専氏により『本間イズムと愛知大学』実例編およ
び資料編が刊行された。この「実例編」は本誌第 2 号と『……年報』創刊号・第 3 号に収録された講演
記録をまとめたものであって、越知氏は本間元学長と親密な交流を続けていたことから、“人間・本間
喜一”の魅力を改めてこの本で見事に描き出している。さらには、本間と小岩井の生涯を丹念に追究し
た本格評伝が、プロライターの手によって先に脱稿となり 刊行が待たれるところである。これらそれ
ぞれの書き手が独自の視点、から“愛知大学創設期の人物論”を続々と提示してゆくことは、愛知大学史
のさらなる深化へと導くことになるはずであろう。 （佃隆一郎）
※本号で目次一覧を掲載した歴代の「年史J 各書につきましては、現在も在庫が一部を除き相当数あ
りますので、お取り寄せのご希望がありましたらある程度は応じられるかと思います。その節は下
記の本センターにあります「大学史事務室J までご連絡下さい。
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